
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旌表（せいひょう）とは、善行をほめて、世に広く示すことです。優秀な学校

に贈られる名誉ある旗で、１９１４（大正３）年に当時の福岡県知事から受領

しました。１００年以上経った今でも、柳河小学校の校長室に現存しています。 

詳しくは、「創立１５０周年記念誌」や「思い出の写真展」のページをご覧

下さい。 



 

 

 

 

 

本校の校歌は、昭和１１年７月、柳川市出身の北原白秋先生より贈られま

した。柳川市内では、本校とともに、矢留小学校、城内小学校が北原白秋先

生より創っていただいた校歌を現在まで大切に歌っています。 
なお、一番の歌詞にある「祇園」は、今も本校の校門の前にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※創立１５０周年記念誌より引用 



 

 

 

 

 

１９８７（昭和６２）年１０月２４日に開かれた創立１１５周年記念式典年・

祝賀会を記念して、「なかよし子ども像」と「自主」「友愛」「努力」が刻まれ

た石碑が作られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかよし子ども像落成式の様子 



 

 

 

 

 

 

樹齢３３０年を超える大くすのきが、いつも子どもたちを見守っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生が総合的な学習の時間で地域の方々に教えていただきながら作っ

た「さげもん」が、玄関を華やかにしてくれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


